
1965010120.TIF

所 報

-
f
 

~
 

、

9
,

-
|
 

冦当研究所の昭和40年度予算

昭和40年度アシア経済研究所事業費のうち，政）fり袖jリJ

金に係る収人，と出f算はつき(/)とおりである，

［収人J

政府補助金

［女出〕

竹理貨

資料活動,:ii-業貨

国内渦森麻業負’

海外調査嘔業費

広報活動事業礼’

海外脈遣員派遣事業貸

枯報機械検索巾業費

統，；I・ ーボ業費

（除H己貨金）
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II{｛和40年度の:‘'i研究所＇ド業費の政府補助金に係る収人

支出—f算は，昭和 39 年度に比し，約18.3％団（金額に

して68,123千円増）となったc

その上な増加内訳は，つぎのとおりである C

（1) 海外投資に関する各方1J1iからの照会に対処しうる

体制を強化するために，資源，投資関連制度（法制，

悦制），企業についての資料を収集，整理する c

（ど） ，凋鉦研究部門で40年度は「域内経済協力と援助」

を重、点課題として，従来の経済学的分折のみに止ま

らず，政治学的分析，礼会学的分析をも総合して研
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究成果の尖幼性を高めることを意図し，研究体制を

強化する 3

（：｝） 湘外における凋査ふ動を強化するにめ，逍査員と

1名増貝する。

(4) 中小企業の輸出増進，企業提携の重要性にかんが

み，特に中小企業を対象として低開発地域の経済概

況， H本との貿易，企業提携関係を図説等を用いて

簡叫に解説し，；＇i該地域への輸出増大，企業進出に

指椋をり・えるため「広報シリーズ」を作成し， また

Iゼミ十ール」を40年度から開催する。

(5) 後泄困経済の実情を基礎的・総合的に分析するた

め， 40年度から電子検索機を溝人し，資料の高度利

Ill態納をはかる。

16) 39年度の H本貿易時系列作成準viii作業に基づき，

40年度は原資料のバンチカード化を行ないまた国

連所有の統i•I• テープ80カ国分を複製，整理する。

(7) ~'j 研究所の業務の増大および拡充のため40年度新

規職員17人の増員をはかる。

書参与の新任

Hif当研究所参与今井善衛氏の後任として，通涸産業：ド

務次'if佐橋滋氏を昭和39年12月23H付けで通商産業大臣

の誌I9]を得て， lriJl=l付け発令しに。

令昭和39年度現地調査の実施

本年度の当研究所の現地調鉦については，本誌10)-J8-

および12月号に掲載したが，今後の現地調査の実施:.f,ピ

としてつぎのものがある。
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「ラテン・アメリカ自由貿易
9 連合の実態」に関する現地調 1
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諸問題』（研究参考資料第73集），石川滋編，『中国経済の
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